
一
、
は
じ
め
に

本
稿
は
、
明
治
期
旧
派
歌
人
、
弾
琴
緒
に
よ
る
歌
書
出
版
事
業
と
旧
派
歌
人

交
流
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
の
一
斑
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
の
論

考
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
先
に
あ
げ
て
き
た
も
の
を
列
記
す
る
。

・ 

管
宗
次
「
弾
琴
緒
『
再
撰　

類
題
秋
草
集　

初
編
』
に
つ
い
て
」（「
武

庫
川
女
子
大
学
生
活
美
学
研
究
所
」
二
〇
号
、
二
〇
一
〇
年
十
一
月

十
六
日
刊
）

・ 

管
宗
次「
弾
琴
緒
歌
集『
桐
園
歌
集
』三
種
に
つ
い
て
」（「
武
庫
川
国
文
」

七
十
四
号
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
日
刊
）

・ 

管
宗
次
「『
桐
園
詠
草
付
録
』
―
明
治
期
旧
派
の
歌
書
―
」（「
武
庫
川

国
文
」
七
十
五
号
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
日
刊
）

・ 

管
宗
次
「『
神
楽
の
舎
五
百
首
』
―
弾
琴
緒
の
出
版
事
業
―
」（「
武
庫

川
国
文
」
七
十
八
号
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
一
日
刊
）

・ 

管
宗
次
「『
類
題
新
年
歌
作
例
集
』
弾
琴
緒
旧
派
歌
人
の
改
暦
と
新

年
の
歌
に
つ
い
て
」（「
武
庫
川
国
文
」
九
十
四
号
、
令
和
五
年
三
月

二
十
七
日
刊
）

・ 

管
宗
次
著
『
京
大
坂
の
文
人
―
続
々
々
』
二
〇
一
〇
年
二
月
刊
、
和

泉
書
院
、「
９
，
弾
琴
緒
」
一
二
五
〜
一
三
八
頁

　

こ
こ
で
、
取
り
上
げ
る
『
明
治
三
十
年　

御
題
歌
共
進
歌
集　

全
』
は
、
皇

太
后
宮
（
英
照
皇
太
后
）
の
崩
御
に
よ
っ
て
、
諒
闇
と
な
っ
て
吉
事
盛
事
は
全

て
停
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
民
間
の
平
民
の
歌
書
出
版
事
業
は
ど
ん
な
対
応

で
採
算
と
の
や
り
く
り
、
商
業
基
盤
の
苦
境
を
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
の
か

を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

英
照
皇
太
后
は
、
天
保
五
年
十
二
月
十
三
日
生
ま
れ
、
明
治
三
十
年
一
月

十
一
日
崩
御
、
孝
明
天
皇
の
女
御
、
明
治
天
皇
の
実
母
で
は
な
く
、
嫡
母
に
あ

た
る
。
女
御
宣
下
は
嘉
永
元
年
十
二
月
十
五
日
、
嘉
永
六
年
五
月
七
日
に
准
后

に
冊
立
さ
れ
る
。
明
治
三
十
年
一
月
十
一
日
崩
御
、
明
治
三
十
年
一
月
三
十
日

英
照
皇
太
后
が
追
号
さ
れ
る
。
諱
は
夙
子
（
あ
さ
こ
）、
父
は
九
条
尚
忠
で
、

母
は
賀
茂
神
社
氏
人
で
あ
る
南
大
路
長
尹
の
娘
（
菅
山
）、
九
条
道
孝
は
同
胞

の
弟
。

　

弘
化
二
年
九
月
十
四
日
、
統
仁
親
王
の
妃
と
な
り
、
そ
の
翌
年
に
統
仁
親
王

が
即
位
、
孝
明
天
皇
と
な
る
に
及
ん
で
、
嘉
永
元
年
十
二
月
七
日
に
従
三
位
に

叙
さ
れ
、
十
二
月
十
五
日
入
内
、
女
御
宣
下
、
孝
明
天
皇
は
立
后
を
望
ん
だ
が
、

幕
府
の
反
対
に
あ
い
、
嘉
永
六
年
五
月
七
日
に
正
三
位
准
三
宮
と
な
り
、
こ
の

経
緯
が
あ
っ
て
、
皇
后
を
経
ず
に
皇
太
后
と
な
っ
た
。
幕
府
と
孝
明
天
皇
と
の

政
治
的
な
軋
轢
は
、
こ
う
し
た
后
の
身
分
を
め
ぐ
っ
て
も
あ
っ
た
。

『
明
治
三
十
年　

御
題
歌
共
新
歌
集　

全
』　

　
　

合
冊
『
近
世
三
百
人
一
首
二
編
』
に
つ
い
て

管

　

宗

次
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英
照
皇
太
后
は
能
楽
を
こ
と
の
ほ
か
好
み
、
当
時
、
名
人
上
手
と
言
わ
れ
た

梅
若
実
と
宝
生
九
郎
に
、
同
じ
曲
を
舞
わ
せ
、
そ
の
芸
風
の
違
い
を
楽
し
ん
だ

と
言
う
①
。
こ
れ
は
、
孝
明
天
皇
が
能
楽
を
好
ん
だ
影
響
と
い
う
。

　

英
照
皇
太
后
崩
御
で
歌
舞
音
曲
な
ど
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
止
め
ら
れ
た
た
め
、

歌
集
出
版
事
業
収
入
を
、
歌
道
教
授
と
共
に
弾
家
運
営
に
あ
て
て
い
た
弾
琴
緒

に
は
、
こ
れ
は
切
実
な
る
問
題
で
あ
っ
た
。『
明
治
三
十
年　

御
題
歌
共
進
歌

集　

全
』
が
『
近
世
三
百
人
一
首
二
編　

全
』
と
合
冊
し
て
刊
行
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
出
版
業
者
ら
し
い
経
営
の
苦
衷
が
、あ
と
に
あ
げ
る
巻
末
「
○
社
告
」

に
吐
露
さ
れ
て
い
る
。

二
、『
近
世
三
百
人
一
首
二
編　

全
』

　
『
明
治
三
十
年　

御
題
歌
共
進
歌
集　

全
』
を
あ
げ
る
ま
え
に
、
合
冊
さ
れ

て
い
る
『
近
世
三
百
人
一
首
二
編　

全
』
に
つ
い
て
詳
細
を
述
べ
ね
ば
な
ら
な

い
。

　
『
近
世
三
百
人
一
首
二
編　

全
』
は
、
弾
琴
緒
の
編
輯
歌
集
で
あ
る
が
、
端

的
に
い
う
と
、所
載
和
歌
短
冊
の
販
売
目
録
で
も
あ
る
。
谷
沢
永
一
に
よ
る
と
、

近
代
文
学
作
家
の
自
筆
原
稿
の
蒐
集
が
始
ま
っ
た
の
は
、
明
治
後
期
か
ら
で
、

夏
目
漱
石
や
尾
崎
紅
葉
な
ど
の
も
の
か
ら
、
既
に
古
書
肆
の
商
品
対
象
で
あ
っ

た
と
い
う
が
、
上
田
秋
成
の
『
胆
大
小
心
録
』
に
は
、
自
分
の
短
冊
の
値
段
や

同
時
代
の
歌
人
の
短
冊
の
値
段
を
気
に
し
て
い
る
記
述
が
あ
る
、
近
世
初
期
か

ら
、
同
時
代
の
歌
人
に
染
筆
を
乞
い
集
め
る
の
で
は
な
く
、
好
事
家
や
和
歌
研

究
対
象
と
し
て
短
冊
を
集
め
る
人
は
多
か
っ
た
が
、
明
治
後
期
か
ら
短
冊
蒐
集

の
趣
味
流
行
が
は
じ
ま
る
。
こ
の
流
行
が
、後
の
短
冊
専
門
業
者
の「
柳
屋
」（
東

京
）
の
目
録
販
売
（
定
期
刊
行
誌
で
著
名
人
の
随
筆
な
ど
も
載
り
、
冊
子
の
装

丁
も
洒
脱
）
を
生
む
。

　
『
近
世
三
百
人
一
首
二
編　

全
』
の
秋
山
光
條
序
文
を
あ
げ
る
。

　
　

敷
島
の
道
を
た
と
り
和
歌
の
浦
わ
を
あ

　
　

さ
れ
る
人
の
し
る
へ
な
き
は
た
よ
き
友
の
乏

　
　

し
く
て
あ
ら
ぬ
方
に
ま
よ
ひ
入
て
は
中
々
に
思

　
　

撫
つ
る
も
少
か
ら
す
と
か
我
友
琴
緒
主
此

　
　

を
意
て
こ
ゝ
ら
の
書
を
著
し
ゝ
中
に
近
世

　
　

三
百
人
一
首
は
菅
の
ね
の
長
き
年
月
を
か
け
」
序
文
一
丁
表

　
　

て
難
波
の
あ
し
の
ね
も
こ
ろ
に
物
せ
ら

　
　

れ
た
れ
は
こ
の
道
の
奥
に
い
た
ら
ん
に
は
よ
き

　
　

友
か
き
に
し
て
こ
よ
な
き
し
る
へ
書
に
こ
そ

　
　

今
度
二
郎
の
巻
成
れ
る
に
よ
り
て
は
し

　
　

か
き
せ
よ
と
こ
は
る
ゝ
ま
ゝ
に
一
言
か
く
な
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
き
山
の
光
條
」
序
文
一
丁
裏

　

秋
山
光
條
は
、
い
わ
ゆ
る
江
戸
派
国
学
者
の
流
れ
を
汲
む
国
学
者
で
あ
る
。

天
保
十
四
年
一
月
十
月
生
ま
れ
，
明
治
三
十
五
年
二
月
十
九
日
没
で
、『
近
世

三
百
人
一
首
二
編　

全
』
が
明
治
三
十
年
十
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
老

学
者
の
序
文
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
頃
、
秋
山
光
條
は
八

坂
神
社
宮
司
を
勤
め
て
い
る
。秋
山
光
條
は
世
襲
歴
代
の
宮
司
で
は
な
い
の
で
、

寒
川
神
社
宮
司
、
出
雲
大
社
少
宮
司
、
三
島
大
社
宮
司
、
八
坂
神
社
宮
司
と
転

任
を
経
た
後
、
明
治
三
十
五
年
に
、
東
京
の
氷
川
神
社
宮
司
と
な
っ
て
、
同
年

に
没
し
て
い
る
。

　

も
と
も
と
秋
山
光
條
は
、
江
戸
南
町
奉
行
所
同
心
秋
山
和
光
の
子
で
、
江
戸

八
丁
堀
生
ま
れ
、「
江
戸
三
男
」
と
謳
わ
れ
、
粋
と
洒
脱
で
、
身
ご
な
し
も
違
っ

た
と
い
う
「
八
丁
堀
同
心
」
の
子
で
あ
っ
た
。
平
田
鉄
胤
、
前
田
夏
蔭
に
国
学
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を
学
び
、
師
友
に
平
田
派
の
門
人
や
鈴
屋
の
門
人
が
多
く
、
相
川
景
見
、
矢
野

玄
道
、
師
岡
正
胤
、
権
田
直
助
、
角
田
忠
行
、
本
居
豊
穎
、
井
上
頼
圀
、
久
保

季
慈
、
青
柳
高
鞆
、
落
合
直
亮
が
い
る
が
、
足
利
三
代
の
木
像
梟
首
事
件
の
首

謀
者
で
あ
る
角
田
忠
行
、
師
岡
正
胤
、
青
柳
高
鞆
な
ど
と
特
に
親
し
か
っ
た
。

　

足
利
三
代
の
木
造
梟
首
事
件
で
捕
ま
り
、
事
件
後
、
藤
堂
家
津
藩
の
支
藩
の

久
居
藩
で
禁
固
刑
と
な
っ
た
青
柳
高
鞆
、
勤
皇
志
士
で
あ
る
彼
ら
に
心
情
的
に

近
い
藩
士
も
い
て
、
囚
人
で
あ
る
青
柳
高
鞆
も
比
較
的
に
ゆ
る
や
か
な
軟
禁
状

態
、
書
見
や
国
文
書
籍
筆
写
に
は
筆
墨
の
差
し
入
れ
ま
で
あ
り
、
牢
外
の
、
文

久
年
間
の
テ
ロ
の
嵐
に
触
れ
る
こ
と
な
く
、
王
政
復
古
の
勅
令
に
解
き
放
た
れ

た
。
明
治
四
年
か
ら
明
治
五
年
、
新
政
府
は
神
祇
省
を
設
置
し
た
が
、
直
ぐ

に
教
部
省
に
改
称
、「
祭
政
一
致
」
の
分
離
を
図
っ
た
政
府
は
、
さ
ら
に
宮
中

祭
祀
を
式
部
寮
に
移
し
、
式
部
寮
は
明
治
八
年
に
は
宮
内
省
に
移
管
さ
れ
る
。

②
③

　

新
政
府
の
祭
政
一
致
を
近
代
国
家
に
は
、
そ
ぐ
わ
な
い
と
し
た
行
政
運
営
の

改
変
は
、
王
政
復
古
を
標
榜
し
て
い
た
国
学
信
奉
者
の
志
士
あ
が
り
に
は
、
許

し
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ま
さ
に
、
島
崎
藤
村
の
『
夜
明
け
前
』
主
人
公
島
崎
正
樹
の
嘆
き
を
、
そ
の

ま
ま
映
し
た
明
治
の
近
代
化
で
あ
っ
た
。
故
地
に
戻
り
、
静
か
な
余
生
を
終
え

た
神
官
の
筆
跡
を
、
本
文
は
活
字
版
と
時
代
に
沿
い
な
が
ら
、
序
文
は
木
版
の

自
筆
版
下
で
偲
べ
る
こ
と
は
旧
派
歌
人
と
は
、
な
に
で
あ
っ
た
か
を
考
え
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
家
蔵
写
本
に
、版
本『
万
葉
集
略
解
』を
書
写
し
た
も
の
が
あ
る
。

青
柳
高
鞆
の
自
筆
筆
写
本
は
、
上
質
な
薄
葉
紙
に
「
久
居
の
囚
屋
に
て
」
と
し

て
、毎
日
十
五
丁
か
ら
二
十
丁
ほ
ど
を
写
し
、そ
の
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。『
万

葉
集
略
解
』
全
巻
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
写
し
て
い
る
が
、
大
本
の
も
の
を
中

本
の
サ
イ
ズ
に
写
し
て
い
る
。
学
問
に
打
ち
込
む
静
謐
な
姿
は
、
藤
堂
家
支
藩

の
警
護
の
武
士
た
ち
に
も
感
銘
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。

　

和
歌
短
冊
を
集
め
て
、
販
売
目
録
と
し
た
歌
集
『
近
世
三
百
人
一
首
二
編　

全
』
序
文
を
、
秋
山
光
條
に
乞
う
意
味
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。

　

弾
琴
緒
の
商
才
と
い
う
べ
き
は
、
本
文
の
一
丁
表
の
、
書
名
の
下
に
「
短
冊

帖
の
歌
」
と
小
さ
く
あ
っ
て
、
同
書
に
掲
載
の
和
歌
が
す
べ
て
短
冊
に
各
々
の

歌
人
自
筆
の
も
の
で
弾
琴
緒
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
が
ら
、
み
な
売
品
で
あ
り
、

価
格
は
相
談
に
よ
る
と
い
う
。
弾
琴
緒
の
商
才
と
も
し
た
が
、金
品
の
こ
と
を
、

如
何
に
、
品
位
を
も
っ
て
正
確
に
伝
え
る
か
が
大
切
だ
が
、
や
や
も
す
れ
ば
曖

昧
な
表
現
は
読
み
手
を
躊
躇
さ
せ
る
。

　
『
近
世
三
百
人
一
首
二
編　

全
』の
本
文
最
終
丁
の
裏（
二
十
四
丁
裏
）は
、「
近

世
三
百
人
一
首
二
編
」
が
、実
は
こ
う
し
た
歌
書
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、

書
名
の
前
に
「
桐
園
珍
蔵
短
冊
帖
」
と
し
て
、
陳
列
展
覧
し
た
上
で
販
売
に
あ

て
る
と
い
う
。
次
に
あ
げ
る
。

　
　
　

桐
園
珍
蔵
短
冊
帖　

毎
年
一
月
初
会
ニ
陳
列
シ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来
会
者
ニ
展
覧
セ
シ
ム

　
　

近
世
三
百
人
一
首
二
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
部　

七
十
四
首　

夏
部　

三
十
二
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　

歌
数
内
訳　

秋
部　

六
十
四
首　

冬
部　

四
十
一
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恋
部　

二
十
二
首　

雑
部　

六
十
七
首

一
、 

此
集
ハ
初
編
ヨ
リ
範
囲
ヲ
広
ク
シ
南
朝
以
後
ノ
故
人
浄
辨
律
師
、
徹

書
記
木
下
長
嘯
子
、
佐
川
田
昌
俊
、
山
本
舟
木
、
烏
丸
光
広
卿
、
岡

本
宣
就
等
ノ
古
筆
ヲ
編
入
シ
其
他
ハ
元
禄
以
来
明
治
年
代
ノ
有
名
家

ヲ
蒐
輯
ス
但
明
治
年
代
ノ
現
存
人
ハ
加
へ
ス

一
、 
此
集
詠
者
姓
名
ノ
傍
ニ
某
門
等
記
シ
タ
ル
ハ
歌
人
系
譜
ト
古
学
小
伝

及
鑑
定
便
覧
ニ
ヨ
リ
記
載
ス
又
某
門
人
ナ
ル
ヤ
詳
ナ
ラ
サ
ル
ハ
記
セ
ス
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一
、 

此
集
ハ
悉
皆
短
冊
ノ
ミ
ニ
テ
短
冊
帖
ニ
装
置
ス
依
テ
契
沖
、
東
麿
、

真
淵
、
宣
長
、
篤
胤
等
ノ
五
大
人
ハ
表
具
シ
テ
幅
ト
ナ
ル
ヲ
以
テ
此

集
ニ
ハ
編
入
セ
ス

一
、 
明
治
維
新
前
ハ
江
戸
ト
云
ヒ
維
新
後
ハ
東
京
ト
称
ス
ル
ヲ
以
テ
其
歌

人
ノ
年
代
ニ
ヨ
リ
二
様
ニ
記
セ
リ
見
ン
人
恠
ム
コ
ト
勿
レ

一
、 

此
集
中
ニ
入
タ
ル
古
今
有
名
家
自
詠
自
筆
ノ
短
冊
ハ
余
分
沢
山
有
之

ニ
依
リ
望
人
ニ
ハ
相
当
ノ
価
ヲ
以
テ
譲
渡
ス
へ
シ
因
テ
其
人
名
ヲ
記

シ
テ
御
照
会
ヲ
乞

　

よ
っ
て
、
書
名
に
「
近
世
」
と
冠
し
て
、「
桐
園
珍
蔵
短
冊
帖
」
と
も
題
し

て
い
る
こ
と
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
る
。
販
売
し
た
短
冊
に
は
、
弾
琴
緒
の
豆

印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

現
存
の
歌
人
の
短
冊
は
の
せ
な
い
と
い
う
の
は
、
当
然
の
配
慮
で
あ
っ
た
。

　

奥
付
に
は
、
次
の
よ
う
に
『
明
治
五
百
人
一
首
二
編
』
の
広
告
文
と
刊
記
が

載
る
。

　

弾
琴
緒
撰
緝　
　
　
　
　
　

上
美
濃
紙
摺
美
本
一
冊

　

○
明
治
五
百
人
一
首
二
編　

定
価　
　
　

金
四
拾
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
出
詠
者
ニ
限
リ
正
価
郵
税
共
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
三
十
二
銭
郵
便
切
手
ハ
二
割
増

　
　

短
冊
〆
切
三
十
年
十
一
月
三
十
日
限

此
書
ハ
前
編
ノ
通
皇
族
華
族
以
下
有
位
ノ
貴
紳
及
有
名
宗
匠
ヨ
リ
現
今
ノ

歌
人
達
五
百
名
ヲ
集
メ
秀
歌
一
首
宛
精
選
シ
四
季
恋
雑
ニ
部
分
シ
テ
出
版

ス
尤
此
書
ハ
去
明
治
二
六
年
予
約
広
告
シ
テ
九
分
方
募
集
済
ノ
處
先
年
来

多
忙
ノ
為
メ
出
版
延
期
セ
シ
カ
ト
モ
既
ニ
当
今
撰
歌
済
ニ
テ
何
時
ニ
テ
モ
出

版
可
致
候
間
前
期
ノ
期
日
迄
四
季
恋
雑
ノ
秀
歌
六
葉
ヲ
上
等
短
冊
ニ
認
メ

之
レ
ニ
予
約
金
ヲ
付
ヘ
テ
至
急
御
郵
送
被
下
度
伏
テ
希
望
ス

　

　

明
治
三
十
年
十
月
二
十
一
日
印
刷　
　
　
　
　
　

正
価
二
十
五
銭

　

同　

同　

年
十
月
二
十
七
日
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
市
東
区
高
麗
橋
三
丁
目
五
十
九
番
屋
敷

　
　
　

編
集
兼
発
行
者　
　
　

弾
舜
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
市
南
区
鰻
谷
東
ノ
町
百
七
十
五
番
屋
敷

　
　
　

印
刷
者　
　
　
　
　
　

前
田
菊
松

こ
の
広
告
文
と
刊
記
は
、『
近
世
三
百
人
一
首
二
編　

全
』
と
『
近
世
三
百
人

一
首
二
編　

全
』
を
合
冊
し
た
『
明
治
三
十
年　

御
歌
共
進
歌
集　

全
』
に
も
、

広
告
刊
記
を
、
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
が
、『
近
世
三
百
人
一
首
二
編　

全
』

は
「
正
価
二
十
五
銭
」、『
明
治
三
十
年　

御
題
歌
共
進
歌
集　

全
』
は
「
正
価

三
十
五
銭
」
と
な
っ
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、『
近
世
三
百
人
一

首
二
編　

全
』
を
合
冊
し
て
い
な
い
書
冊
形
体
の
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
先
に
あ
げ
た
『
明
治
三
十
年　

御
題
歌
共
進
歌
集　

全
』
の
巻
末
、

十
四
丁
裏
の
「
○
社
告
」
の
「
一
、
御
題
歌
集
ハ
余
り
紙
数
少
く
候
に
付
今
般

発
行
の
近
世
三
百
人
一
首
二
編
と
合
本
と
し
て
送
本
す
」
は
額
面
通
り
受
け
取

れ
そ
う
で
あ
る
。

　

明
治
三
十
年
は
英
照
皇
太
后
崩
御
の
た
め
に
中
止
に
な
っ
た
が
、
題
は
「
松

影
映
水
」
で
、
続
く
明
治
三
十
一
年
は
英
照
皇
太
后
喪
中
の
た
め
に
中
止
、
題

は
「
新
年
雪
」
で
あ
っ
た
。
④
⑤

　

そ
こ
で
、『
明
治
三
十
年　

御
題
歌
共
進
歌
集　

全
』
は
、
既
に
集
め
ら
れ

た
も
の
と
は
い
え
、
ま
た
途
中
か
ら
は
和
歌
を
集
め
ら
れ
る
こ
と
は
難
し
く
な

り
、
か
と
言
っ
て
既
に
集
め
ら
れ
た
和
歌
を
如
何
に
扱
う
か
の
苦
衷
の
裁
量
の

結
果
、
出
版
『
近
世
三
百
人
一
首
二
編　

全
』
と
の
合
冊
と
な
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
繰
り
返
し
て
述
べ
る
が
、『
近
世
三
百
人
一
首
二
編　

全
』
の
み
の
装
丁
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歌
集
は
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

三
、『
明
治
三
十
年　

御
題
歌
共
進
歌
集　

全
』

　
『
明
治
三
十
年　

御
題
歌
共
進
歌
集　

全
』
の
書
誌
と
所
収
の
和
歌
を
あ
げ

る
。

　
『
明
治
三
十
年　

御
題
歌
共
進
歌
集　

全
』
書
誌

・
書
名
『
明
治
三
十
年　

御
題
歌
共
進
歌
集　

全
』
題
簽
題
名
に
よ
る
。

内
題
「
御
題
歌
共
進
歌
集　

明
治
三
十
年
」

・
丁
数　

本
文
十
四
丁
、
序
跋
文
な
ど
無

・
書
形　

中
本
一
冊
、
和
装
活
字
本

・
一
六
九
首
所
載
、
巻
頭
の
十
首
は
撰
詠
さ
れ
た
も
の
で
、
あ
と
の
一
五
九
首

に
つ
い
て
は
、
次
の
注
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
○
集
歌　

此
集
中
に
は
高
吟
秀
詠
も
あ
れ
ど
も
予
約
外
の
分
は
撰
歌
に
入
れ

ざ
る
も
あ
り
又
歌
意
通
し
難
き
あ
り
題
意
に
適
せ
ざ
る
あ
り
「
て
に
は
は
」
及

係
結
辞
の
連
へ
る
あ
り
自
他
の
反
対
せ
し
歌
も
あ
れ
ど
其
儘
載
録
す
」

　

・
刊
記　

合
冊
の
刊
記
が
あ
り
、
独
自
の
刊
記
は
無
い
。

　
　

明
治
三
十
年
十
月
二
十
一
日
印
刷

　
　

同　

同　
　

十
月
二
十
七
日
発
行

合
冊
の
『
近
世
三
百
人
一
首
二
編　

全
』
は
、
独
自
な
単
行
本
も
あ
り
、
題
簽

も
「
近
世
三
百
人
一
首
二
編　

全
」
と
刷
ら
れ
て
、
こ
ち
ら
方
が
流
布
し
た
よ

う
で
あ
る
。

　

独
自
な
単
行
本
の
『
近
世
三
百
人
一
首
二
編　

全
』
の
書
誌
を
あ
げ
る
。
好

事
家
に
よ
る
短
冊
収
集
の
流
行
が
、
幕
末
期
か
ら
明
治
に
お
よ
び
、
特
に
明
治

時
代
後
半
に
は
盛
ん
で
、
短
冊
を
専
門
と
す
る
骨
董
商
の
老
舗
の
創
業
期
が
こ

の
頃
に
集
中
し
て
い
る
。

　
『
近
世
三
百
人
一
首
二
編　

全
』
書
誌

・
書
名
「
近
世
三
百
人
一
首
二
編
」、
本
文
内
題
「
近
世
三
百
人
一
首
第
二
編　

短
冊
帖
の
歌
」

・
書
型　

中
本
一
冊
、
和
装
活
字
本
、
秋
山
光
條
自
筆
版
下
序
文
一
丁
木
版

・
丁
数　

秋
山
光
條
序
文
一
丁
、
本
文
二
十
四
丁

こ
の
序
文
と
本
文
を
、「
御
題
歌
共
進
歌
集　

明
治
三
十
年
」
と
合
冊
し
て
『
明

治
三
十
年　

御
題
歌
共
進
歌
集　

全
』
の
題
簽
を
貼
り
表
紙
と
し
て
い
る
。

　

次
に
、『
明
治
三
十
年　

御
題
歌
共
進
歌
集　

全
』
の
和
歌
を
あ
げ
る
。

巻
頭
十
首
は
、
勅
題
の
予
撰
歌
で
、
本
来
な
ら
宮
中
歌
会
始
の
栄
誉
に
浴
す
る

の
で
あ
る
が
、宮
中
の
喪
事
で
し
め
や
か
な
う
ち
に
一
切
が
閉
じ
ら
れ
て
い
た
。

　
　

松
影
移
水

　

第
一
等　

上
野
国
勢
多
郡

　
　
　
　
　

粕
川
村　
　
　
　
　
　

猪
熊
可
広

君
か
代
の
千
世
を
か
さ
ぬ
る
い
ろ
と
み
む
松
か
け
ひ
た
す
竹
か
は
の
み
つ

　

第
二
等　

伊
予
国
温
泉
郡

　
　
　
　
　

松
山
市　
　
　
　
　
　

潮
見
琢
磨

あ
す
か
川
水
に
う
つ
れ
と
松
の
葉
の
い
ろ
は
ふ
ち
瀬
と
か
は
ら
さ
り
け
り

　

第
三
等　

越
後
国
北
蒲
原
郡

　
　
　
　
　

竹
俣
村　
　
　
　
　
　

菅　

業
広

川
か
み
の
湯
津
い
は
む
ら
の
い
は
根
松
な
み
の
み
と
り
に
影
う
つ
す
な
り

　

第
四
等　

摂
津
国
武
庫
郡

　
　
　
　
　

西
宮
町　
　

従
七
位　

阿
部
光
忠

い
す
ゝ
川
か
ゝ
み
の
淵
に
か
け
み
え
て
千
代
も
お
い
せ
ぬ
松
の
い
ろ
か
な

　

第
五
等　

三
河
国
渥
美
郡

　
　
　
　
　

福
江
村　
　
　
　
　
　

富
田
篤
翁
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池
み
つ
の
み
と
り
い
ろ
こ
き
ひ
と
む
ら
は
汀
の
ま
つ
の
う
つ
る
な
り
け
り

　

第
六
等　

大
阪
市
南
区

　
　
　
　
　

鰻
谷
西
ノ
町　
　
　
　

加
納
鶴
處

く
み
と
り
て
さ
ゝ
け
ま
つ
れ
や
仙
人
も
よ
も
き
か
島
の
ま
つ
の
し
た
み
ち

　

第
七
等　

陸
奥
国
南
津
軽
郡

　
　
　
　
　

六
郷
村　
　
　
　
　
　

宇
野
祐
三

亀
あ
そ
ふ
山
し
た
み
つ
に
あ
し
た
つ
の
巣
こ
も
る
松
の
か
け
そ
う
つ
れ
る

　

第
八
等　

三
河
国
宝
飯
郡

　
　
　
　
　

木
茂
村　
　
　
　
　
　

山
本
道
清

み
な
そ
こ
に
ひ
そ
め
る
龍
か
と
は
か
り
に
岸
の
老
ま
つ
か
け
ひ
た
す
な
り

　

第
九
等　

羽
後
国
山
本
郡

　
　
　
　
　

藤
琴
村　
　
　
　
　
　

水
元
勝
光

神
垣
の
ま
つ
を
ひ
た
せ
る
み
た
ら
し
の
水
は
そ
こ
ま
て
み
と
り
な
り
け
り

　

第
十
等　

石
見
国
邑
智
郡

　
　
　
　
　

矢
上
村　
　
　
　
　
　

服
部
利
夫

な
か
れ
ゆ
く
水
に
は
色
の
う
つ
れ
と
も
ま
つ
の
み
と
り
は
汲
れ
さ
り
け
り

　

こ
れ
ら
の
栄
誉
に
浴
し
な
が
ら
、「
諒
闇
」
に
あ
た
り
、
華
や
か
な
場
を
得

る
こ
と
が
な
か
っ
た
撰
歌
の
あ
と
、
弾
琴
緒
の
編
輯
歌
集
に
投
稿
の
勅
題
「
松

影
映
水
」
を
詠
み
こ
ん
だ
和
歌
が
続
く
。

　
　
　
　
　
　
　

○
集
歌　

此
集
中
に
は
高
吟
秀
詠
も
あ
れ
ど
も
予
約
外
の
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
撰
歌
に
入
れ
ざ
る
も
あ
り
又
歌
意
通
し
難
き
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
題
意
に
適
せ
ざ
る
あ
り
「
て
に
は
は
」
及
係
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辞
の
違
へ
る
あ
り
自
他
の
反
対
せ
し
歌
も
あ
あ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
其
儘
載
録
す

と
し
て
東
京
を
は
じ
め
と
し
て
北
海
道
や
九
州
の
各
地
を
三
都
、
国
別
に
あ
げ

る
が
、
弾
琴
緒
の
社
交
交
流
の
限
界
と
も
広
さ
と
も
歌
数
か
ら
読
み
取
れ
る
も

の
が
あ
る
。

　

地
域
別
に
、
歌
数
を
あ
げ
る
。

東
京
十
八
首
、
京
都
三
首
、
大
阪
二
十
一
首
、
以
上
が
三
都
、
山
城
一
首
、
和

泉
二
首
、
摂
津
二
首
、
伊
勢
十
一
首
、
三
河
十
一
首
、
駿
河
二
首
（
一
人
で
二

首
投
稿
し
て
い
る
）、
伊
豆
一
首
、
武
蔵
二
首
、
下
総
二
首
、
常
陸
二
首
、
近

江
二
首
、
飛
騨
三
首
、
信
濃
十
六
首
、
上
野
五
首
、
岩
代
六
首
、
陸
前
一
首
、

陸
奥
四
首
、
羽
後
四
首
、
北
海
道
三
首
、
加
賀
一
首
、
越
後
二
首
、
佐
渡
三
首
、

丹
波
一
首
、
因
幡
一
首
、
石
見
二
首
、
播
磨
七
首
、
周
防
二
首
、
長
門
二
首
、

紀
伊
八
首
、
淡
路
一
首
、
伊
予
四
首
、
豊
前
七
首
、
肥
前
三
首
、
肥
後
三
首
、

続
け
て
長
歌
短
歌
一
首
、
末
尾
に
弾
琴
緒
、
妻
の
梅
子
、
娘
八
歳
愛
子
、
前
年

度
の
『
御
代
の
花
』
に
掲
載
も
れ
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
本
文
最
終
丁
の
裏

に
、「
○
二
十
九
年
御
題　

寄
山
祝
」
の
和
歌
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野
碓
氷
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

碓
氷
嶺
村　
　
　
　

坂
西
高
嶺

大
君
の
よ
ろ
つ
世
か
け
て
う
こ
き
な
き
や
ま
は
皇
国
の
す
か
た
な
り
け
り

が
載
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、
明
治
三
十
年
は
、
英
照
皇
太
后
の
崩
御
で
御
歌
歌

会
始
中
止
で
あ
っ
た
が
、
翌
年
の
明
治
三
十
一
年
は
英
照
皇
太
后
の
喪
中
で
中

止
、
勅
題
は
「
新
年
雪
」
と
決
ま
っ
て
い
た
。

四
、三
都
の
歌
人
と
和
歌

　
『
明
治
三
十
年　

御
題
歌
共
進
歌
集　

全
』
の
三
都
の
所
載
和
歌
を
す
べ
て

あ
げ
る
。

― 28 ―



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京　

正
二
位　
　
　

池
田
茂
政

葉
か
へ
せ
ぬ
松
は
常
磐
の
い
ろ
み
え
て
水
に
も
千
代
の
か
け
そ
う
つ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

従
三
位
侯
爵　

前
田
利
嗣

や
ま
み
ち
も
と
ほ
く
ひ
ら
け
て
ゆ
け
と
〳
〵
松
の
影
み
る
た
に
か
は
の
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京　

正
三
位
伯
爵　

津
軽
承
昭

わ
し
津
山
の
ほ
る
朝
日
に
は
ま
松
の
か
け
み
る
な
み
は
み
と
り
な
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

正
三
位　
　
　

前
田
利
聲

色
か
へ
ぬ
と
き
は
の
松
も
た
に
川
の
み
つ
の
な
か
れ
に
か
け
う
つ
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

従
五
位　
　
　

諏
訪
忠
元

ち
と
せ
川
お
な
し
み
と
り
の
水
の
う
へ
に
う
つ
る
も
ひ
さ
し
岸
の
松
か
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

下
谷
区
上
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜
木
町　
　
　

青
木　

修

濁
な
き
み
そ
の
ゝ
池
に
え
た
た
れ
て
千
と
せ
の
か
け
を
う
つ
す
ま
つ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　

先
光
清
風

ゐ
る
た
つ
の
す
か
た
も
さ
や
に
池
水
に
う
つ
る
松
か
枝
か
け
の
と
か
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

下
谷
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
根
岸
町　
　

申
橋
隆
美

こ
ゝ
の
へ
の
御
池
の
み
つ
に
か
け
う
つ
る
松
こ
そ
君
か
千
代
の
と
も
な
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田
三
叔

朝
日
か
け
さ
す
や
み
と
り
の
か
け
み
え
て
松
に
千
年
を
ち
き
る
い
け
み
つ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京　

従
四
位
子
爵　

七
十
七
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
山
正
治
祖
母　

増
山
深
雪
子

千
年
ふ
る
と
き
は
の
松
の
か
け
み
え
つ
し
た
ゆ
く
水
も
お
な
し
み
と
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

従
四
位
子
爵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
河
内
信
好
妹　

大
河
内
か
す
子

は
る
に
あ
ふ
み
と
り
の
松
の
な
み
の
花
十
か
へ
り
に
ほ
ふ
や
と
の
池
み
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

子
爵
土
岐
頼
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

室　
　
　
　
　
　

土
岐
常
磐
子

天
皇
の
め
く
み
も
ふ
か
き
い
け
み
つ
に
ち
と
せ
を
し
め
る
松
の
か
け
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

同
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

息
女　
　
　
　
　

同　

米
子

さ
く
ら
田
の
み
ほ
り
に
う
か
ふ
松
か
け
は
治
る
御
代
の
す
か
た
な
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

同
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

息
女　
　
　
　
　

同　

い
く
子

君
か
代
の
め
く
み
そ
ふ
か
き
い
け
水
に
う
つ
れ
る
松
の
か
け
ゆ
た
か
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

従
四
位
男
爵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井
忠
淳
息
女　

酒
井
鍈
子

と
き
は
な
る
松
の
ち
と
せ
の
か
け
と
め
て
こ
と
さ
ら
す
め
る
昆
陽
の
池
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

従
五
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諏
訪
忠
元
室　
　

諏
訪
晴
子

さ
ゝ
浪
も
た
ゝ
ぬ
御
国
の
い
け
み
つ
に
と
き
は
の
松
の
か
け
そ
う
つ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京　
　
　
　
　
　
　
　

河
合
象
子

朝
つ
く
日
に
ほ
へ
る
い
け
の
さ
ゝ
波
に
千
代
の
か
け
み
る
岸
の
ま
つ
か
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
野
か
つ
子

そ
こ
き
よ
き
池
の
み
き
は
の
ま
つ
か
枝
は
か
け
も
常
磐
の
み
と
り
也
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都　

八
坂
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
司　

従
六
位　

秋
山
光
條

影
う
つ
る
い
け
の
か
ゝ
み
の
き
よ
け
れ
は
亀
こ
そ
あ
そ
へ
松
の
葉
の
上
に
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同　
　

下
京
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間
之
町
七
條　
　

苗
村
宗
元

い
け
の
面
に
う
つ
れ
る
松
の
か
け
み
れ
は
水
の
み
と
り
も
常
磐
な
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

同
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
仏
本
瓦
町　
　

西
村
宗
元

唐
さ
き
の
ま
つ
影
う
つ
る
み
き
は
に
は
と
は
に
み
と
り
の
浪
そ
た
ち
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪　

東
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瓦
町
二
丁
目　
　

中
村
良
顕

か
け
う
つ
す
松
の
千
と
せ
を
わ
か
み
つ
に
も
ひ
と
り
司
く
み
や
そ
へ
け
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

同
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
野
町
一
丁
目　

安
井
朗
安

苔
ふ
か
き
い
は
ね
の
ま
つ
の
影
う
き
て
み
と
り
い
や
ま
す
た
に
の
青
ふ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪　

東
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
麗
橋
二
丁
目　

伊
藤
斎
庸

と
き
は
な
る
松
の
し
た
ゆ
く
河
み
つ
は
い
つ
も
千
年
の
か
け
ひ
た
す
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

同
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

府
立
博
物
館　
　

米
岡
斯
近

幾
千
代
か
ま
つ
の
み
と
り
を
う
つ
す
ら
ん
五
十
鈴
の
川
の
き
よ
き
流
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

同
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
橋
二
丁
目　
　

吉
田　

基

た
け
川
の
水
に
ち
と
せ
を
ち
き
る
ら
む
ま
つ
も
常
磐
の
い
ろ
を
ふ
か
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

同
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
後
町　
　
　
　

福
島
正
察

千
代
や
ち
よ
す
め
る
か
ゝ
み
の
池
水
に
御
代
の
さ
か
え
を
う
つ
す
松
か
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

同
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
町　
　
　
　
　

中
山
正
次

な
み
た
ゝ
ぬ
与
謝
の
う
み
辺
の
は
ま
松
は
千
尋
の
底
に
か
け
う
つ
す
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

同
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
麗
橋
三
丁
目　

武
内
鶴
子

松
か
枝
の
か
け
を
う
か
へ
て
千
代
ま
て
も
清
く
す
む
ら
ん
常
磐
井
の
み
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

同
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
後
町　
　
　
　

飯
田
政
子

ま
つ
か
枝
の
み
と
り
を
う
つ
す
い
け
水
に
君
か
千
と
せ
を
う
た
ふ
と
も
鶴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪　

西
区
立
売
堀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
通
一
丁
目　
　

楠
原
志
朗

浪
た
ゝ
ぬ
御
池
の
み
つ
に
か
け
さ
し
て
し
つ
け
き
代
を
や
松
も
し
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

同
区
江
戸
堀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
通
一
丁
目　
　

平
井
美
英

さ
ゝ
ら
波
千
代
を
よ
せ
く
る
い
け
水
に
み
き
は
の
松
の
か
け
そ
う
つ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

同
区
江
戸
堀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
通
二
丁
目　
　

崎
山
し
う
子

澄
わ
た
る
御
池
の
み
つ
に
か
け
み
え
て
千
代
も
さ
か
え
む
園
の
お
い
ま
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

南
区　

八
十
九
翁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
王
寺
村　
　
　

真
鍋
豊
平

く
も
り
な
き
か
ゝ
み
の
池
に
か
け
と
め
て
千
年
の
色
を
み
す
る
ま
つ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

同
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

難
波
新
地　
　
　

吉
田
好
信

住
の
江
に
う
つ
ろ
ふ
ま
つ
の
ふ
か
み
と
り
深
き
め
く
み
の
御
代
そ
久
し
き
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同　

北
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
満
神
社　
　

寺
井
種
清

ま
つ
か
枝
の
み
と
り
う
つ
し
て
み
か
は
水
か
は
ら
ぬ
御
代
の
影
そ
久
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

同
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

神
社　
　

滋
岡
従
長

岩
ふ
ち
の
み
つ
は
い
よ
〳
〵
み
と
り
に
て
一
し
ほ
ふ
か
き
松
の
い
ろ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪　

北
区
中
之
島　

八
十
翁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
丁
目　
　

甲
斐
高
嶺

老
松
の
す
か
た
を
う
つ
す
御
園
生
の
い
け
の
か
ゝ
み
は
千
代
も
く
も
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

同　

同
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

樋
上
町　
　
　

牛
尾
光
碩

あ
ま
つ
日
の
ひ
か
り
か
ゝ
や
く
水
の
上
に
松
の
千
年
の
か
け
そ
う
つ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

同　

同
区
天
満
橋
筋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
丁
目　
　
　

北
山
竹
窓

波
た
ゝ
ぬ
み
に
は
の
池
の
み
つ
の
面
に
常
磐
の
ま
つ
の
か
け
そ
う
つ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

同　

同
区
天
満
橋
筋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
丁
目　
　
　

同　

き
く
子

あ
を
ふ
ち
の
千
尋
の
そ
こ
に
影
み
え
て
峰
よ
り
う
つ
る
ま
つ
の
む
ら
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

同　

同
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

相
生
町　
　
　

玉
澤
冬
子

門
ま
つ
の
み
と
り
の
か
け
そ
う
か
ひ
け
る
ま
つ
波
あ
く
る
若
水
の
う
へ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
が
三
都
で
あ
る
が
、「
摂
津
」
か
ら
の
出
詠
者
は
二
人
で
、
そ
の
一
首
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

摂
津　

住
吉
神
社
宮
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
四
位
男
爵　
　

津
守
国
美

宮
居
せ
し
そ
の
か
み
よ
り
や
住
よ
し
の
池
に
ま
つ
さ
へ
か
け
う
つ
し
け
り

と
な
れ
た
詠
み
ぶ
り
で
あ
る
が
、
住
吉
社
の
景
を
詠
ん
だ
も
の
、
最
終
的
な
官

位
は
従
三
位
で
、
没
年
は
明
治
三
十
四
年
で
七
十
二
歳
、
当
時
の
醜
聞
を
載
せ

る
新
聞
紙
に
は
「
殿
様
（
津
守
国
美
）
は
何
処
で
亡
く
な
ら
れ
た
や
ら
」
と
あ
っ

て
、
不
幸
な
晩
年
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
短
冊
や
懐
紙
に
染
筆
に
は
「
従

三
位
」「
男
爵
」
の
肩
書
を
添
え
た
も
の
が
多
い
。
大
阪
で
の
、「
八
十
九
翁　

真
鍋
豊
平
」
や
、
松
園
社
の
和
歌
社
中
の
運
営
を
も
っ
て
勢
力
を
誇
っ
た
滋
岡

滋
長
な
ど
、
旧
派
歌
人
で
、
弾
琴
緒
と
懇
意
な
歌
人
は
和
歌
を
寄
せ
て
い
る
。

　
『
御
代
の
花
』
や
、
弾
琴
緒
（
桐
園
）
の
出
版
歌
集
は
中
村
良
顕
序
文
が
多

く
、
歌
集
出
版
の
委
託
依
頼
を
受
け
た
場
合
は
、
中
村
良
顕
の
序
文
執
筆
の
仲

介
も
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、『
明
治
三
十
年　

御
題
歌
共
進
歌
集　

全
』

に
も
中
村
良
顕
の
和
歌
所
載
、
ま
た
大
阪
の
出
詠
者
は
、
中
村
良
顕
門
人
が
少

な
く
な
い
。

　

ま
た
、
先
に
あ
げ
た
秋
山
光
條
が
、「
京
都
」
で
出
詠
者
三
人
の
な
か
に
あ
っ

て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都　

八
坂
神
社　
　

従
六
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
司　
　
　
　

秋
山
光
條

影
う
つ
る
い
け
の
か
ゝ
み
の
き
よ
け
れ
は
亀
こ
そ
あ
そ
へ
松
の
葉
の
上
に

と
出
詠
し
て
い
る
が
、
八
坂
神
社
宮
司
は
晩
年
の
僅
か
な
任
期
で
、
先
に
も
述

べ
た
が
明
治
三
十
五
年
に
は
、
東
京
氷
川
神
社
宮
司
に
な
っ
て
、
翌
年
没
し
て

い
る
。
ま
た
、『
日
要
新
聞
』
を
発
刊
し
た
り
、
あ
ま
り
に
も
激
し
い
論
調
の
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国
体
発
揚
に
、官
省
か
ら
新
聞
発
行
停
止
が
命
じ
ら
れ
て
、地
方
の
神
社
を
転
々

と
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
世
に
余
さ
れ
た
時
代
遅
れ
の
国
学
者
は
、
明
治
後
期
に

は
、
官
幣
大
社
の
宮
司
に
居
場
所
を
据
え
、
和
歌
に
思
い
を
託
す
し
か
無
い
人

も
い
た
が
、
弾
琴
緒
は
そ
う
し
た
有
名
人
を
目
ざ
と
く
見
つ
け
て
序
文
執
筆
者

に
ま
つ
り
あ
げ
る
。
そ
う
し
た
、
し
た
た
か
さ
も
あ
っ
て
、
明
治
時
代
末
ま
で

大
阪
に
あ
っ
て
旧
派
の
歌
書
を
出
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

五
、
地
方
歌
人
の
出
詠

　
『
明
治
三
十
年　

御
題
歌
共
進
歌
集　

全
』
は
、
歌
集
出
版
が
は
ば
か
ら
れ

た
な
か
で
の
歌
集
の
た
め
に
、
地
方
か
ら
の
出
詠
者
が
少
な
く
、
か
え
っ
て
出

詠
者
の
名
前
に
、
社
中
単
位
に
出
詠
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
地
域
で
の
独

自
な
旧
派
歌
人
を
拾
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
い
く
つ
か
あ
げ
る
。

・
東
京　

河
合
象
子

・
淡
路　

武
田
信
城

・
加
賀　

石
川
昌
三
郎

の
三
人
は
、
旧
派
歌
人
で
学
統
も
和
歌
の
師
も
、
所
謂
、
鈴
屋
に
本
居
家
の
門

人
で
も
、
平
田
派
の
直
門
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
各
々
、
幕
末
期
か
ら
明
治
、

近
代
国
家
の
あ
ゆ
み
の
な
か
に
人
生
を
お
く
っ
た
歌
人
た
ち
で
あ
る
。

・
河
合
象
子
⑥　

旧
派
歌
人
で
、
静
岡
県
浜
松
市
北
区
細
江
町
気
賀
一
五
四
六

に
、
歌
碑
が
立
つ
。
河
合
象
子
没
後
、
甥
の
鈴
木
庫
太
郎
が
、
河
合
象
子
の
和

歌
遺
稿
を
ま
と
め
た
も
の
が
あ
る
。
鈴
木
庫
太
郎
は
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
を

明
治
三
十
一
年
に
卒
業
後
、
日
銀
ロ
ン
ド
ン
支
店
に
勤
め
て
、
明
治
三
十
七
年

二
月
の
日
露
開
戦
の
外
資
募
集
に
あ
た
り
激
務
を
こ
な
し
た
。
河
合
象
子
の
父

は
吉
田
藩
藩
士
熊
之
進
、
早
く
父
が
病
死
し
た
た
め
、
母
の
実
家
、
浜
松
の
気

賀
の
本
陣
で
育
ち
、
縁
あ
っ
て
、
紀
州
藩
医
で
新
宮
の
河
合
松
哲
の
後
妻
と
な

る
。
幼
少
期
よ
り
、和
歌
を
詠
む
家
庭
環
境
で
あ
っ
た
が
、夫
の
職
務
も
あ
っ
て
、

人
生
に
度
々
、
江
戸
、
東
京
に
住
居
を
移
し
て
い
る
。
波
瀾
万
丈
の
人
生
な
女

性
で
、
夫
に
先
立
た
れ
て
、
浜
松
女
学
校
教
師
の
職
を
得
た
り
し
な
が
ら
、
宮

中
歌
会
始
に
毎
回
、
和
歌
を
奉
詠
し
、
撰
歌
に
選
ば
れ
た
。
明
治
四
十
一
年
に
、

東
京
か
ら
気
賀
の
鈴
木
庫
太
郎
邸
に
寄
寓
、明
治
四
十
二
年
十
二
月
十
六
日
没
、

享
年
七
十
五
歳
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京　
　
　
　
　
　

河
合
象
子

朝
つ
く
日
に
ほ
へ
る
い
け
の
さ
ゝ
波
に
千
代
の
か
け
み
る
岸
の
ま
つ
か
枝

・
武
田
信
城
⑦
淡
路
か
ら
の
出
詠
者
は
、
武
田
信
城
一
人
で
あ
る
。
武
田
信
城

は
、
淡
路
の
阿
波
藩
の
付
家
老
、
稲
田
家
の
家
臣
で
水
不
足
の
淡
路
で
は
重
要

な
職
務
た
る
水
役
人
で
、
稲
田
騒
動
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
の
実
害
が
薄
か
っ

た
よ
う
で
財
力
も
あ
っ
た
か
と
思
し
い
。
多
く
の
稲
田
家
家
臣
が
、
北
海
道
移

住
の
辛
酸
を
な
め
た
が
、
武
田
信
城
は
淡
路
か
ら
北
海
道
移
住
に
及
ば
ず
、『
類

題
真
清
和
歌
集
』
な
ど
の
私
家
版
歌
集
を
弾
琴
緒
の
桐
園
出
版
か
ら
刊
行
し
て

い
る
。
歌
集
の『
類
題
真
清
水
和
歌
集
』の
書
名
は
武
田
信
城
が
水
役
人
で
あ
っ

た
こ
と
に
よ
る
。
弾
琴
緒
と
は
昵
懇
の
間
柄
と
い
う
よ
り
は
、
弾
琴
緒
の
出
版

依
頼
の
上
客
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淡
路　

津
名
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

物
部
村　
　

武
田
信
城

い
は
ふ
ち
に
か
け
を
う
つ
し
て
山
ま
つ
の
み
と
り
を
か
は
す
千
代
の
色
哉

・
石
川
昌
三
郎
⑧　
『
冨
士
谷
御
杖
の
門
人
』
を
ま
と
め
る
折
に
、
冨
士
谷
御

杖
の
研
究
が
他
の
国
学
や
近
世
和
歌
、
歌
学
の
研
究
に
比
し
て
非
常
に
手
薄
と

感
じ
た
。
冨
士
谷
御
杖
は
和
歌
が
真
の
も
の
た
る
に
は
、
文
法
研
究
と
和
歌
実
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作
と
を
両
輪
と
考
え
て
励
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
説
き
、
門
人
た
ち
は
月
次
歌
会

と
「
四
具
」「
か
ざ
し
」「
あ
ゆ
い
」
な
ど
の
研
究
理
解
に
専
念
、
語
彙
分
類
と

證
歌
の
検
証
に
あ
た
る
。
文
法
研
究
書
の
作
成
転
写
書
写
を
丹
念
に
繰
り
返
し

て
い
る
。
方
法
や
分
類
に
新
た
な
角
度
を
見
出
し
て
は
、
末
書
を
作
る
こ
と
に

よ
っ
て
、、
如
何
に
そ
の
文
法
理
論
が
正
確
に
理
解
出
来
て
い
る
か
の
確
認
を

し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
抽
象
的
で
難
解
な
理
論
が
理
解
で
き
る
こ
と
を

楽
し
ん
で
い
る
よ
う
な
彼
ら
は
、
和
歌
は
単
に
花
鳥
諷
詠
の
感
興
を
託
す
も
の

と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
冨
士
谷
御
杖
の
一
門
は
、
京
都
と
大
阪
、
ま
た
加

賀
、
北
陸
に
多
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
月
次
歌
会
の
記
録
を
丹
念
に
追
う
と
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
与
謝
野
鉄
幹
の
父
、
与
謝
野
礼
厳
も
月
次
歌

会
に
参
座
し
て
い
る
。
真
宗
大
谷
派
や
浄
土
真
宗
や
、
東
京
に
遷
都
が
あ
っ
て

も
、
京
都
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
寺
社
と
寺
社
に
関
わ
る
伝
統
品
製
造

業
者
や
納
入
品
業
者
、
そ
し
て
北
国
街
道
か
ら
日
本
海
に
ぬ
け
る
街
道
沿
い
に

点
を
置
い
た
よ
う
に
、
北
辺
門
の
門
人
が
散
在
し
て
い
る
。
石
川
昌
三
郎
も
、

京
都
で
の
福
田
美
楯
や
赤
松
祐
似
の
月
次
歌
会
に
熱
心
な
参
座
者
で
あ
る
が
、

『
明
治
三
十
年　

御
題
歌
共
進
歌
集　

全
』
に
、
石
川
昌
三
郎
が
「
加
賀
」
か

ら
は
一
人
し
か
い
な
い
出
詠
者
と
い
う
の
も
、
地
域
社
中
単
位
の
投
稿
で
は
な

く
、
石
川
昌
三
郎
は
住
居
か
ら
い
っ
て
も
富
裕
層
の
町
人
と
判
ぜ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
賀　

金
沢
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

味
噌
倉
町　

石
川
昌
三
郎

い
は
間
も
る
あ
さ
き
水
に
も
千
代
の
か
け
ふ
か
き
み
と
り
を
う
つ
す
松
哉

五
、
弾
琴
緒
家
の
人
々

　
『
明
治
三
十
年　

御
題
歌
共
進
歌
集　

全
』
は
、
編
集
に
和
歌
も
精
粗
ば
ら

つ
き
が
あ
り
、
歌
数
の
少
な
さ
も
さ
び
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

諒
闇
に
た
い
し
て
、
出
詠
を
控
え
る
人
が
多
か
っ
た
の
は
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
既
に
寄
せ
ら
れ
た
和
歌
を
生
か
す
し
か
な
く
て
出
版
さ
れ
た
わ
け
で
あ

る
が
、
弾
琴
緒
は
地
域
別
の
部
書
に
載
せ
ず
、
歌
集
巻
末
に
「
○
追
加
」
と
し

て
、
弾
家
の
一
族
の
和
歌
を
列
記
し
て
い
る
。

　

弾
琴
緒
は
、
男
子
は
夭
折
な
ど
で
、
跡
取
り
息
子
は
な
か
っ
た
。
娘
の
愛
子

が
、
桐
園
を
継
ぐ
か
た
ち
で
、
婿
養
子
を
能
楽
の
家
か
ら
、
学
習
院
院
長
乃
木

希
典
の
仲
人
で
迎
え
た
（
弾
家
家
伝
に
よ
る
）。
弾
愛
子
は
、
良
家
の
子
女
に

仮
名
書
き
書
と
和
歌
の
手
解
き
を
し
て
、父
弾
琴
緒
の
あ
と
を
保
っ
た
と
い
う
。

婿
養
子
が
大
変
な
美
男
で
、
愛
子
が
一
目
で
決
め
た
と
か
、
弾
家
の
家
伝
で
面

白
い
話
が
随
分
と
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

○
追
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪　

東
区
高
麗
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
丁
目　
　
　
　

弾
琴
緒

老
ま
つ
の
千
年
を
う
つ
す
い
け
水
に
う
つ
れ
る
松
の
影
そ
ひ
さ
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

同　
　

琴
緒
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

同　

梅
子

か
け
う
つ
す
水
の
か
ゝ
み
に
松
か
枝
は
千
代
へ
て
の
ち
に
老
を
し
る
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

同　
　

同
女　

八
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

同　

愛
子

朝
日
川
み
と
り
ふ
か
む
る
老
ま
つ
は
千
代
よ
ろ
つ
世
も
か
け
う
つ
す
ら
ん

佐
々
木
信
綱
が
父
の
歌
会
で
、
や
は
り
「
八
歳
」
と
署
名
に
添
書
き
し
た
短
冊

を
時
折
み
か
け
る
が
、
幼
年
だ
け
で
な
く
、
老
人
に
な
っ
た
ら
署
名
の
年
齢
を

書
き
添
え
る
。
短
冊
の
作
法
と
し
て
、女
性
は
「
裏
名
」
と
定
ま
っ
て
い
る
が
、

老
人
に
な
っ
た
ら
、
年
齢
と
共
に
「
媼
」
と
、
幼
年
の
場
合
は
「
幼
書
き
・
お
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さ
な
が
き
」
と
よ
ん
で
多
少
の
足
り
な
い
和
歌
を
詠
ん
で
染
筆
し
て
も
、
こ
と

厳
し
く
は
扱
わ
な
い
。
樋
口
一
葉
の
和
歌
短
冊
で
、「
一
葉
」
署
名
、
ま
た
短

冊
表
署
名
は
、
す
べ
て
贋
物
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
数
枚
み
た
が
全
て
贋
物
で

あ
る
。
乃
木
希
典
も
旧
派
歌
人
の
書
式
作
法
は
心
得
て
い
る
。

　

弾
琴
緒
の
娘
、
愛
子
も
和
歌
の
世
界
で
は
、
所
謂
「
惣
領
娘
」
の
扱
い
を
受

け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

む
す
び
に

　

こ
の
頃
、
よ
く
う
た
わ
れ
た
唱
歌
、
稲
垣
千
穎
作
詞
の
「
蛍
の
光
」
の
３
番

と
４
番
で
は
次
の
よ
う
な
歌
詞
が
あ
る
。
⑨

　
　
　

筑
紫
の
き
わ
み
陸
の
奥

　
　
　

海
山
遠
く
隔
つ
と
も

　
　
　

そ
の
真
心
は
隔
て
無
く

　
　
　

一
つ
に
尽
く
せ
国
の
為

　
　
　

千
島
の
奥
も
沖
縄
も

　
　
　

八
洲
の
内
の
護
り
な
り

　
　
　

至
ら
ん
国
に
勲
し
く

　
　
　

努
め
よ
我
が
背
恙
な
く

『
小
学
唱
歌
集
初
編
』
明
治
十
四
年
刊
で
、
国
民
の
日
本
は
「
筑
紫
の
き
わ
み

陸
の
奥
」
か
ら
「
千
島
の
奥
も
沖
縄
も
」
と
い
う
帝
国
版
図
の
意
識
が
明
確
に

な
る
。
明
治
十
年
代
か
ら
投
稿
歌
集
や
、
類
題
歌
集
は
争
う
よ
う
に
北
海
道
や

沖
縄
か
ら
の
歌
人
と
そ
の
和
歌
を
載
せ
る
こ
と
に
熱
心
と
な
る
。

　
『
明
治
三
十
年　

御
題
歌
共
進
歌
集　

全
』
も
、
北
海
道
か
ら
の
出
詠
者
を

三
人
載
せ
て
お
り
、
場
所
も
二
箇
所
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道　

胆
振
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

室
蘭
港　
　

三
橋
中
雄

亀
の
尾
の
い
は
ね
か
に
ゝ
る
瀧
の
糸
を
そ
む
る
は
松
の
み
と
り
な
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

石
狩
国
厚
田
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

厚
田
村　
　
　

萩
原
泰
能

こ
す
ゑ
に
は
鶴
巣
こ
も
れ
る
老
ま
つ
の
み
い
け
に
う
つ
る
影
の
長
閑
け
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

同　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

佐
藤
尚
光

松
影
の
う
つ
れ
る
み
つ
に
亀
い
て
ゝ
千
代
よ
ろ
つ
世
の
さ
か
え
み
す
ら
む

　

北
海
道
か
ら
の
出
詠
者
が
あ
る
が
、
沖
縄
か
ら
の
出
詠
者
は
皆
無
で
あ
る
。

沖
縄
は
、
士
大
夫
階
級
・
士
族
階
級
の
「
親
方
・
ウ
エ
ー
カ
タ
」
や
「
親
雲
上
・

ペ
ー
チ
ン
」
は
、
江
戸
時
代
の
薩
摩
支
配
の
な
か
、
桂
園
派
の
流
れ
を
汲
む
歌

人
が
多
く
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
、
当
時
の
類
題
歌
集
や
投
稿
歌
集
に

和
歌
が
載
る
が
、
沖
縄
の
歌
人
グ
ル
ー
プ
は
、
も
と
も
と
弾
琴
緒
の
出
版
歌
集

と
は
縁
が
薄
く
、
首
都
東
京
を
中
心
と
す
る
薩
摩
藩
閥
の
志
士
あ
が
り
の
歌
人

グ
ル
ー
プ
と
は
、
大
阪
の
町
人
が
相
手
で
あ
っ
た
桐
園
出
版
と
は
別
世
界
で

あ
っ
た
。
⑩

　

幕
末
期
か
ら
明
治
に
、
薩
摩
藩
は
京
都
の
桂
園
派
の
歌
人
た
ち
を
師
匠
と
し

て
き
た
た
め
に
、
宮
中
御
歌
所
が
、
桂
園
派
に
独
占
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
弾

琴
緒
編
集
の
歌
集
に
沖
縄
か
ら
の
出
詠
者
が
な
い
こ
と
は
、
自
然
な
流
れ
で

あ
っ
た
。

　
『
明
治
三
十
年　

御
題
歌
共
進
歌
集　

全
』
は
、
英
照
皇
太
后
の
諒
闇
で
、

商
業
出
版
に
の
せ
る
こ
と
が
、
は
ば
か
ら
れ
て
、
書
名
に
も
差
し
障
り
の
無
い

物
を
選
ん
で
い
る
。
出
版
し
よ
う
と
し
て
、
和
歌
は
幾
ら
か
既
に
寄
せ
ら
れ
て
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お
り
、
出
版
中
止
す
る
の
も
難
し
い
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
単
行
本
と
し

て
出
版
す
る
『
近
世
三
百
人
一
首　

全
』
と
合
冊
し
て
販
売
し
た
の
が
『
明
治

三
十
年　

御
題
歌
共
進
歌
集　

全
』
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、『
明
治
三
十
年　

御
題
歌
共
進
歌
集　

全
』
と
い
う
書
名
題
簽
の

合
冊
本
と
『
近
世
三
百
人
一
首
二
編　

全
』
と
い
う
書
名
題
簽
の
本
が
存
在
す

る
。
し
か
し
、「
御
題
歌
共
進
歌
集
」
だ
け
の
歌
集
本
は
作
ら
れ
て
い
な
い
。

　

弾
琴
緒
の
歌
集
出
版
事
業
も
初
期
の
頃
の
よ
う
に
家
内
の
活
字
印
刷
で
で
き

る
時
代
で
は
な
く
な
り
、
す
べ
て
印
刷
専
門
業
者
に
任
せ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
た
。

　

宮
中
歌
会
始
に
和
歌
を
詠
む
こ
と
、
撰
歌
の
栄
誉
に
無
位
無
官
の
国
民
が
浴

す
る
こ
と
は
、
大
日
本
帝
国
の
国
家
事
業
、
そ
れ
に
参
加
で
き
る
こ
と
で
あ
っ

た
が
、「
諒
闇
」
を
め
ぐ
っ
て
華
族
や
財
閥
な
ど
と
平
民
と
の
立
場
や
意
識
の

差
異
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。

　

華
族
た
ち
の
歌
会
歌
集
は
、
大
本
、
奉
書
紙
、
大
和
綴
、
彩
色
木
版
刷
の
豪

奢
な
も
の
で
、
印
刷
部
数
も
ご
く
少
数
な
も
の
で
あ
っ
た
。
同
じ
「
勅
題
」
を

奉
詠
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
、
大
量
に
印
刷
す
る
弾
琴
緒
の
和
装
活
字
本
の
中

本
一
冊
に
所
載
さ
れ
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
人
々
と
、
別
世
界
に
住
ん
で
い

る
人
々
と
勅
題
の
「
歌
題
」
は
同
じ
で
も
、歌
集
印
刷
物
と
な
る
と
全
く
別
物
、

別
世
界
を
み
て
い
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
と
も
に
近
代
国
家

の
御
代
の
栄
を
奉
詠
す
る
御
民
の
喜
び
は
大
君
の
御
前
に
は
等
し
い
と
い
う
の

が
、
宮
中
歌
会
始
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
旧
派
を
敵
視
す
る
新
派
の
歌
集
も
洋
書
の
詩
集
を
意
識
し
て
ア
ー
ル

デ
コ
デ
ザ
イ
ン
を
こ
ら
し
た
高
価
な
本
で
、
弾
琴
緒
編
集
の
歌
人
た
ち
と
は
出

会
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

注
① 

古
川
久
『
明
治
能
楽
史
序
説
』
一
九
六
九
年
刊
、
わ
ん
や
書
店

② 

上
田
萬
年
『
国
学
者
伝
記
集
成
続
編
』
一
九
三
五
年
刊
、
国
本
出
版
社
、

３
３
４
〜
３
３
８
頁

③ 

川
出
清
彦
『
大
甞
祭
と
宮
中
の
ま
つ
り
』
名
著
出
版
、
１
９
９
０
年
刊
。

④ 

菊
葉
文
化
協
会
編
『
宮
中
歌
会
始
』
一
九
九
五
年
四
月
刊
、
毎
日
新
聞
社

⑤ 

菊
葉
文
化
協
会
編
『
平
成
の
宮
中
歌
会
始
』
二
〇
〇
九
年
九
月
刊
、
日
本
放

送
出
版
協
会

⑥ 『
河
合
象
子
遺
稿
』
昭
和
六
年
十
一
月
五
日
刊
、
鈴
木
庫
太
郎
刊

「
コ
コ
ロ
グ
」「
河
合
象
子
・
俳
人
十
湖
賛
歌
」「
十
湖
外
伝　

歌
人
河
合
象

子
の
生
涯
」（
開
始
、
⑴
〜
52
）。
河
合
象
子
の
生
涯
を
た
ど
っ
た
労
作
で
、

印
刷
出
版
物
で
読
め
ぬ
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。

⑦ 

郡
俊
明
「『
類
題
真
清
水
和
歌
集
』
解
題
・
翻
刻
（一）
」「
あ
わ
じ
」
３
号
・

淡
路
地
方
史
研
究
会
（
淡
路
地
方
史
研
究
会
会
誌
十
九
号
）、
昭
和
六
十
一

年
一
月
二
十
六
日
刊　

⑧ 

管
宗
次
著
『
冨
士
谷
御
杖
の
門
人
』
臨
川
書
店

⑨ 

堀
内
敬
三
・
井
上
武
士
『
日
本
唱
歌
集
』
１
９
８
２
年
刊
、
岩
波
文
庫

⑩ 

高
良
睦
輝
編
著
『
近
代
沖
縄
集
』
１
９
３
４
年
刊

（
付
記
）
武
田
信
城
は
信
起
と
も
署
名
し
た
よ
う
で
、
郡
俊
明
氏
よ
り
多
く
の

御
教
示
を
給
わ
っ
た
。
こ
こ
に
明
記
し
て
謝
意
申
し
あ
げ
る
。

（
す
が
・
し
ゅ
う
じ　

本
学
名
誉
教
授
）
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